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研究成果の概要： 
 
中国では、漢字が、簡略化や教育によって、血肉化され、作家達も、前近代的なものを凝視し

続けた。戦前の日中関係では、日本の漢学者と漢字紙が大きな役割を果たした。戦後韓国は、

漢字を駆逐する一方、伝統的な同姓不婚制度を再構築させ、台湾は、漢字を簡略化せず、80年
代以降には、多文化主義的な社会統合理念を形成した。それに対して、中国大陸では今や、漢

字文化からも消費文化からも疎遠な農村が、自律と国家による制御の間で揺れ動いている。本

研究は以上を実証的に解明した。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2005年度 2,100,000 0 2,100,000 

2006年度 1,000,000 0 1,000,000 

2007年度 900,000 270,000 1,170,000 

2008年度 800,000 240,000 1,040,000 

  年度    

総 計 4,800,000 510,000 5,310,000 

 
 
研究分野：複合新領域 
科研費の分科・細目：地域研究・地域研究 
キーワード：漢字文化圏 国民国家 近代 言語文化 
 
１．研究開始当初の背景 
 
平成12年度から15年度まで、本研究メンバ
ーの一部を中心に、科学研究費補助金（基盤
研究Ｃ「漢字文化圏における言語と『近代』」）
を受けた。研究成果のうち、「言語をめぐる
権力」、「古典からの離脱」、「ことばと文字」
の三領域に関して、『漢字圏の近代』（東京大
学出版会、2005年）に一般向きにまとめて出
版したところ、読書界の好評を博した。そこ
で、こうした言語と近代をめぐる諸問題と無

関係ではありえない社会状況やシステムに
対する分析を付け加え、中心的主旨はそのま
まにして、研究対象の範囲を広げるとともに、
研究の立体化を進めることとなった。 
 
２．研究の目的 
 
語文改革と平行して、現在もなお「未完のプ
ロジェクト」（ハーバーマス）として継続さ
れている近代化過程の中で、漢字文化圏にお
ける言語文化システム及び社会文化システ
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ムはどのようなものになってきたのか、そし
て、その中でいかなる問題が生成されてきた
のかを、なるべく漢字文化圏全域をカバーす
る形で、総合的にかつ立体的にとらえること
が本研究の目的であった。 
 
３．研究の方法 
 
本研究は学科横断的な方法によって行った。
各メンバーは、それぞれの分担領域において、
それぞれ得意とするディシプリンの方法論
を存分に駆使し、専門的な分析を深めた。方
法論を共有した一面的な分析では、言語文化
層から社会文化層にわたる漢字文化圏の立
体的な構造や動きを、リアリティのある形で
とらえられないのではないか、と恐れたため
である。その代わり、東アジア（日本語、中
国語、韓国朝鮮語、ベトナム語、広東語）の
言語環境を越境できるメンバー（瀬地山、岩
月）を中心にして、なるべく各人の研究成果
を相互に連絡しあうよう努めた。 
 
４．研究成果 
 
（１）中国語形成過程と中国語システムの解
明 
①客家語の漢字とローマ字の両方が記され
た 19 世紀の教科書『啓蒙浅学』を発掘・紹
介し、漢字とローマ字両方のヴァージョンを
使って、方向を表す成分の記述と分析を行っ
た。 
②五四時期の漢字廃止論が文字の簡略化論
へと変化し、1934 年の簡体字案になったこ
とを実証的に解明した。 
③相対的に言って、日本語の「誰でも＋VP」
は非事実の出来事に関する話者の判断に用
いられ、「誰もが＋VP」は客観的な叙述に用
いられるが、同じく全称の中国語 “誰＋都
＋VP”は、話者の判断に用いられ、“個個＋
(都)＋VP”は描写に用いられることを明らか
にした。 
（２）中国文化の近代的諸形式の解明 
①魯迅は、作家的表現においてモダンを超え、
ポストモダンにまで至ったが、しかし常に自
分の中のプレモダンを凝視し忘れなかった
ことを指摘した。 
②周作人は、道具理性に対抗する審美近代性
を「デカダンス」概念を通して獲得し、近代
中国に独特の仕方で土着化させたことを指
摘した。 
③林語堂は、中国の土着的な文化から隔絶さ
れた一方で、「宣教師」のような視線で中国
文化を憧憬しつつ、同時に「信仰」を審美的
なものとして見る視点を持っていたことを
指摘した。 
（３）中国の農村をめぐる社会システム 
①中国における農地収用問題は「食糧安全保

障リスク」、「失地農民リスク」、「地方主義リ
スク」とも「客観的リスク」になりにくいが、
「地方主義リスク」は「主観的リスク」を構
成しうることを指摘した。 
②一見したところバラバラに見える村民自
治、農民上訪、税費改革など近年の動きが、
国家による「農村リーダー制御の政治」に連
なるものとして結び付けられていることを
指摘した。 
（４）韓国朝鮮語システムおよび日本社会と
の関係 
①現代韓国語においては，正用・誤用の判断
が付きにくい複数の形態・発音が存在してい
ることを指摘した。 
②在日コリアンの言語使用状況をアンケー
ト調査によって明らかにした。 
（５）現代韓国の社会階層 
①都市自営業部門への参入／からの撤退の
規定要因とそれがもたらす所得変動につい
ての実証分析を通じ、被雇用者から都市自営
業者への頻繁な労働移動が、平均的には所得
の増大をもたらすものの、社会全体において
は所得不平等を拡大させる契機をはらんで
いるという事実を示した。  
②韓国における非正規雇用の増大と非正規
雇用への移動に関する要因について検討し、
それが社会階層構造にもたらす影響につい
て論じた。    
③韓国の戦後ナショナリズムの中で、日本の
植民地支配の残滓を克服するという観点か
ら、伝統的な同姓同本不婚制度が、再度構築
されたことを指摘した。 
（６）台湾の政治とアイデンティティ 
①80年代から始まった台湾原住民族運動が
台湾社会の多文化性を可視化するとともに
その内部植民地主義批判の正統性が受け入
れられたことを重要な契機として多文化主
義的な社会統合理念が形成されたことを示
した。 
②戦後政治における時間の意義が、独裁者の
生命の時間に区切られる権威主義的時間か
ら民主化によりあらかじめ了解された時限
性の中に置かれた時間に転換するとともに、
同時に生じたアイデンティティ・ポリティッ
クスの展開の中では、ナショナル・アイデン
ティティーをめぐる記憶の時間の争点も生
じたことを示した。 
（７）ベトナムと漢字の関係 
ベトナムには「訓読法」は存在しないが、字
音だけで読解せず、ベトナム固有語で現れる
意味を経由して読解していることを明らか
にした。 
（８）漢字文化圏内の相互比較対照 
①日韓両社会における教育制度の特徴を、そ
こにおいて追求されている「平等性」の具体
的なあり方の考察を通じて明らかにし、さら
にそれがひとびとの地位達成機会にも少な



 

 

からぬ影響を及ぼしていることを示した。 
②日本における訓読には訓点のような補助
符号の側面と漢字の訓読みの側面とが混在
しているというユニークな点があることを
明らかにした。 
③高齢者の就業パターンは、中国語圏で最も
消極的で日本が最も積極的、韓国はその中間
に位置することを明らかにした。 
④女性労働者の面では、その活用に積極的な
台湾、消極的な韓国、中間的な日本という図
式があることを指摘した。 
⑤戦前の日中文化事業交流においては、中国
語の堪能な漢学者と日本人による漢字紙が
大きな役割を、良し悪しはともかく、果たし
たことを実証的に跡付けた。 
⑥日本語の「芸術」が、中国語の「芸術」や
英語の“art”に比べて、視聴覚的快感に、
より大きな価値を与えていることを指摘し
た。 
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